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(5) 機器の材質に応じた低温脆性の対策を行う。

(5) ﾌﾚｱｰの回収設備のある事業所では関係課へ連絡する。

(5) 吐出弁・ﾁｪｯｷ弁間のドレン弁からも脱圧し吐出弁の洩れのない事を確認する。

(6) ｽﾄﾚｰﾅｰ等のポケット部にＬＰＧが残存している場合がある。

(1)(2)(3)(4)(6)

　｢操作禁止｣の札を取付ける。

· 大気開放時は安全確保の上開放する。開放脱圧弁には「操作禁止」の札を取付ける。

　 （必要であれば窒素パージを行う）
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開 始
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吐出系バルブ閉を確認する





冷却水の通水を停止する





動力源を切る





吸込系バルブを閉める





ガス化しフレアーに抜き脱圧する





（５）





（６）








系内の圧力が上昇しない事を確認する








（７）














終了























脱圧バルブを閉める















































